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は　じ　め　に

群馬県では，北部の中山間地域において夏秋どりレタ
ス栽培が盛んに行われ，5～ 10月にかけて栽培されて
いる。栽培面積は 1,280 ha，生産量は 53,300 tであり，
長野県，茨城県に次いで国内第 3位の生産量を占めてい
る（平成 23年農林水産統計）。しかし，2009年に県内
で初めてレタス根腐病の発生が確認され，それ以降，発
生面積が年々拡大しており，防除対策の確立が急務とな
っている。レタス根腐病は，Fusarium oxysporum f. sp. 

lactucaeによって引き起こされる土壌伝染性病害であ
る。国内では，1955年に初めて東京都で発生が確認さ
れた（本橋ら，1960）。その後，1995年にはレタス主要
産地である長野県でも発生が確認され，これまでに全国
各地の産地で発生している。ここでは，群馬県における
初発生の確認から現在までの発病状況の推移と防除に向
けた取り組みを中心に紹介する。

I　レタス根腐病の変遷

レタス根腐病は，土壌伝染のほかに種子伝染する難防
除病害である。下葉から軽い萎凋を経た後，黄～茶褐色
に枯れ上がり，症状が激しい場合は枯死に至る。主根や
茎では，導管部が淡褐色～黒褐色に変色し，症状が進む
と中心部が空洞化することもある。結球レタスでは，軽
度の症状でも結球しないため，商品性が著しく低下す
る。国内では，1955年に東京都のサラダナで初めて発
生が確認され，1966年にMatuo and Motohashiにより，
サラダナおよび結球レタスに病原性を示す Fusarium 

oxysporumの新分化型として，Fusarium oxysporum f.sp. 

lactucaeと同定された（MATUO and MOTOHASHI, 1967）。そ
の後，国内のレタス主力産地である長野県においても

1995年に結球レタスで発生を確認し，これまでに茨城
県，長崎県等全国各地の産地で発生している。レタス根
腐病菌は品種によって病原性が分化したレース 1，2，3

の 3種類の存在が明らかにされており（FUJINAGA et al., 

2003），国内では 3種類のレースの発生が確認されてい
る。これまでの発生の変遷は表―1の通りである。

II　群馬県における発生状況

 1 現地における発生状況
群馬県では，2009年 8月に夏秋レタスの栽培が盛ん

な県内北部の産地において，レタス根腐病の発生が初め
て確認された。発生圃場における被害株の病徴は，外葉
の数枚が黄化・萎凋するとともに生育遅延が認められ，
症状が激しいものでは，全体が萎凋・枯死していた。ま
た，主根および茎部の維管束には褐変が認められた。維
管束褐変部からは高率に Fusarium属菌が分離され，分
離菌を常法に従って確認したところ，本病は Fusarium 

oxysporum f. sp. lactucaeによるレタス根腐病であること
が判明した（三木ら，2010）。
本県における本病発生の推移は，2009年に初めて 2

圃場で発生を確認した後，2010年に 18圃場，2011年に
5圃場，2012年に 19圃場と増加傾向にある。また，
2012年までの累計面積では 22.3 haに達している。発生
は県内北部の産地内にとどまっているものの，本病の初
発を確認して以降，毎年新たな発生圃場が確認され，汚
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表－1　国内でのレタス根腐病の発生状況

都県名 初発生年 発生種 レース

東京都
静岡県
長野県
福岡県
北海道
茨城県
長崎県
群馬県
青森県

1955
1991
1995
1996
1997
2007
2007
2009
2012

サラダナ
サラダナ
結球レタス
サラダナ
サラダナ
結球レタス
結球レタス
結球レタス
結球レタス

3
3

1，2，3
3
1

1，2
1

1，2
1

 （2014年 3月現在）
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染圃場面積が拡大している（図―1）。このため，本病の
拡大阻止のため，まず，発生実態の把握を目的に，管内
の農業事務所が中心となり，担当者による現地圃場巡回
を行い発病圃場とその発生状況を調査した。また，毎年，
防除対策検討会を開催し，関係機関が情報共有を図ると
ともに，当地域に適した防除体系の確立に向けた検討を
進めている。

 2 発生するレースと検定体制
レタス根腐病菌は，前述の通り三つのレースが存在す
ることが知られている。レースに対応した抵抗性品種が
育成されているため，レース検定は，栽培品種を選定す
るうえで重要な情報である。そのため，発生圃場ごとの
レース検定を実施してきている。検定の方法は，①判別
品種による検定，②ビオチン要求性による検定，③
PCR法による検定（SHIMAZU et al., 2005）を用いて実施
している。このうち判別品種を用いた検定では，
FUJINAGA et al.（2003）に基づき，判別品種（‘晩抽レッド
ファイヤー’，‘コスタリカ4号’，‘パトリオット’）を使い，
現地発病圃場に苗を直接定植することで判定が可能であ
る（口絵①）。本手法による検定は初発を確認した翌年
の 2010年から普及指導員や農協担当者の指導のもと現
地圃場でのレース判定を活用している。ただし，現地で
は気温低下により判別品種の病徴が不明瞭になる場合も
あることから判定不明を回避するため，現在のレース検
定の体制では，現地での判別品種による検定に加え，農
業技術センターでビオチン要求性の検定（小木曽・藤
永，2001）を行い，二つの方法を補完することで判定精
度を高めている。ビオチン要求性による検定は，レース
2が特異的に有する栄養要求性を利用した判別手法であ
る。さらに，新たな市町村（地域）で発生が見られた場

合には，県内未発生のレースの発生が疑われた場合等，
必要に応じて，農業技術センターで判別品種の検定のほ
か，PCR法を用いた検定を行うこととしている。これ
らの手法による検定の結果，2009年に初発生を確認し
てから 2011年までの間に県内発病圃場から分離した菌
株は，すべてレース 2であった。しかし，2012年に発
病が確認された中の 1圃場において，レース 1の発生が
確認された（表―2）。レース 1が発生した圃場は，これ
までにレース 2が発生してきた圃場と同一地域内に位置
しており，今後，レース 1，2の両レースの混在化が心
配される。

III　群馬県での栽培状況に応じた対策技術の
　　　　方向性と課題

 1 抵抗性品種の導入
抵抗性品種の導入は，レタス根腐病防除対策として有

効な手段である。レタス根腐病のレース 1，レース 2，
また，レース 1および 2の両レースに抵抗性を有する品
種が種苗会社によって育種・販売が進められている。群
馬県では，5～ 10月にかけて栽培が行われているが，
特に盛夏期を経過する作型において標高の低い地区で
は，栽培マルチ内の地温が 30℃近くまで上昇するため，
レタス根腐病の発病適温域となり，病気が進展しやす
い。そのため，盛夏期の作型に適合する抵抗性品種が求
められている。現在，市販の抵抗性品種の中から県内産
地に適した品種を選定するため，栽培特性調査を実施し
ている。しかし，産地内で現在多く栽培されている感受
性品種と比較すると，抵抗性品種は抽苔や変形球が多く
発生することから，導入が進んでいない状況にある。今
後，盛夏期の気候条件に適応し，商品化率の高い抵抗性
品種の育成とともに，レース 1，2の複合抵抗性を持つ
品種の選定が必要である。

 2 地域に適した輪作体系
これまでに，輪作によるレタス根腐病の発病軽減効果

については，ソバまたはマリーゴールドを 3年間作付け
ることで発病が低く抑えられることが報告されている
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図－1　群馬県でのレタス根腐病発生面積の推移

表－2　 群馬県内でのレタス根腐病のレ
ース発生状況

年
発生圃場数

レース 1 レース 2

2009
2010
2011
2012

0
0
0
1

 2
18
 5
18
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（小木曽，2006）。県内北部のレタス産地では，前述の通
り，地域内でコンニャクやホウレンソウ，コマツナ，ア
スパラガス，ウド等多くの品目が栽培されている。農家
間の交換耕作が盛んに行われており，輪作体系が受け入
れられる産地背景がある。そこで，現在，県内産地で栽
培されている上記の換金作物の中から群馬県に適した輪
作作物の選抜と有効性について明らかにする必要がある。

 3 汚染土壌の拡散防止
発病面積が拡大する要因として，汚染土壌の拡散が考
えられる。強風により飛散した土壌から本病原菌が検出
された事例（小木曽ら，2001）や，トラクターによる汚
染土の持ち込みによる病原菌の伝搬について示唆した報
告がある（小木曽，2006）。県内においても，レタス根
腐病の発生歴を持つ生産者の栽培している圃場では，複
数の圃場で発生が確認されていること，また，圃場内で
の発病状況が畦に沿って発病していることが確認され，
トラクターなどの作業機械に付着した汚染土壌によって
発病が拡大している可能性が高いと考えられた。そこ
で，汚染土壌の拡散防止のため，発病圃場からの土の移
動について調査を行った。2 aの圃場を耕耘後，ロータ
リー（幅 240 cm）に付着した土壌の重量を調査したと
ころ，約 40 kgの土壌が回収された。このことから，作
業機に付着した土は次の未発生圃場への伝染源となりう
る危険性が示唆された（口絵②）。そのため，発病圃場
の耕耘後には，トラクターやロータリー等の作業機に付
着した土を落としてから移動することを生産者へ指導し
ている。また，圃場境界に植える牧草によるグリーンベ
ルトの設置によって圃場からの汚染土の流出を抑える現
地実証試験を行い，現地導入を推進している（口絵③）。
このように，汚染土壌の拡散防止対策を検討，導入して
いるところである。また，レタス以外の品目の農家と交
換耕作が行われている現状では，汚染土壌の移動防止に
ついてレタス農家のみならず，他の品目の栽培農家へも
注意を呼びかける必要がある。そのため，発生圃場の履

歴については農業事務所が地図上への記録を行い，農家
への情報提供を行っている。

お　わ　り　に

県内北部の夏秋レタス産地では，圃場の基盤整備が進
められ，経営の大規模化が進展していることのほかレタ
ス，コンニャク，ホウレンソウ，コマツナ等様々な露地
品目が栽培されており，農家間での交換耕作が積極的に
行われていることが特徴としてあげられる。レタスとと
もに広く栽培されているコンニャク栽培では，土壌病害
対策として作付け前にほぼ毎年土壌消毒を実施する体系
となっている。そのため，レタス根腐病発生圃場におい
てコンニャク農家との交換耕作を行うことで，土壌消毒
による本病原菌の菌密度の低下が期待できる。このため
には，発病圃場で土壌消毒を行い，コンニャクを栽培し
た後の病原菌密度の推移や病気の発生，レタスの生育へ
の影響について今後検討することが大切である。
群馬県では，多様な露地品目が栽培されている産地背

景や既知の土壌消毒の試験事例等を踏まえ，レタス産地
を維持していくため，周辺環境に配慮し持続的な生産を
可能にする防除技術の開発が強く望まれている。このた
めには，輪作や抵抗性品種等の利用を基軸とした県内レ
タス産地に適合した防除体系の構築に向けて，関係機関
で協力して検討していきたい。
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